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日 立温風暖房機 HP-20形
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内 容 梗 概

n7仰35咋耶か上†)円｢叫こ′Ⅰ′ゴいてもはてく～=1されるに弔った州ごき氾風帳口幡は,その筏,ニー､沌な進択を示し,

37イH如こは行人r′;引幾メーカーのほとんどが鮒■11を光夫するに及んだ._ノ

l川懇望作所では,すでに35平鹿PR-25形を発来して以丸 ニーLとして,中形のデラックス機種の量産を継続し

てきたが,38勺÷虹tり小形簡払機HP-20形を量産販リヒすることにした｡この′ト形機i･ま従来にない新機軸を採

jljLているので,その構造,設計および試験成績などについて概説する｡

第1表 標 畔 什 様 表

1.緒 ロ

†¶J帥な‾1て燃料･とすろ州だき?.R_剛克行‖料よ維柵′丸かつ術′卜仙で

ふり,1_かも近代l′l(Jな乍仙lかガノJJ,(に小向でふく,とこノ')かじ),ll抑J

でヰ)ニー濾に‾汗枚L_つ/つふる｡

=､'′二朋作所では,すでに仰仰35竹なより,‾放熱韻二3(1,nnn.一言よび

45,り(■)lJkcal/11の竹てl勅揮転ノノン〔によるデラックス形=-〔2-を境推舶イ亡

Lてきているが,37イH如こは､さらに放熱最20､000l(Cal/llの小71郷了

み州だき払‖軋嵯ルノ機PT-20フ惇仰を充太L紙子､Iiをl`ヤした〔

38咋僅からは,このPT-20什多を椎々政1辻LたHP-20形も木柄杓

一軌範することになり,すでにその;拉川三千㌻数の人､llを′ノ山ノ媒Lている｡

このHP20T｢≠ほ,さきにj心べたデラックスJ捌こ比し,より小71ラで

ノ衣f11日な執仏性ではこb,ろが,その油然胱械粥や了l刈御樺能をはじ〟),熱

去小手ミなどに)′〕いては,一般の小什≠粍にいに人られない川村′トをイ】→して

い々:,ので,上､ノ､‾卜.その肌迩,｡て貨汁rゴ〔tびごシ･〔験成約などにノ)いて概脱

する｡

2.仕様および構造

2.1仕 様

第1表に心もな肘附l二様を示す‥ t-IP-20形は比較的狭い一般fけ拐

tl言,喫刺青i/ミーニーゴ【1二び一般l柏h‡了などに過するように詣.汁されてい

く.レ,
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2.2 構 造

2,2.1本 体

外銚1†Jよび隅追1勾を第1図心よび第2図に示す｡亡う言付プた1己はイr

側面の打抜カ/ミ一献fゴよび_1[向の右側ドア周辺のすき聞から,プ

ロペラフアンにより吸入されたうえ,熱交換器室内に送F)込まれ

熱交換器外表面に折って回るうちに粘風化し,吹出ログリルより

1三内に強制送風される｡温風の吹出ノ/向は上‾F方向に三段調節で

きる柄造を備えている｡

熱交換掛よ円筒形燃焼壬と放熱管とにより構成される寸た形ノブ式

のものであF),燃焼幕内で完全燃焼した燃焼ガスほ放熱管内を_ヒ

‾ノバこ分流しながら管外空㌔もとの熱交換を行ない,最綾にヘッダー

fノ1に:rゴいて巾び介流L_,排カ､スとして炸′突部よF)1三外に排附され

1ゝ)｢､
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第2図 柄 造

燃焼宰

フレ ムリンククリル
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第3lズ1-･5‾†′Lバ【ナ収什状態

2.2.2 オイルバーナ

弟3図に取付状態,舞4図に川ii払舶l州実】をホすハ ニ

の+‾イノレミーナは Rotary WallFlame Type で_与J

f),厄力給州ノノ式により佐川さ′才しる｢.すなJ)-FJ,寸†

ルバーナより高所のキャビネット仙こ燃料タンク石ご斗き

淋しており,燃料打如ま燃柑卜介→コンスタントレベル

バルブー}マグネットバルブ(1),(2)一+一イ′レミーナ

ーフレームリングセグメントの経路を経て燃焼1三内で

燃焼する｡

コンスタントレベルバルブはフロート式州血コント

ロールノミルブであり,この/ミルブl勺で仙如を一一志に保

持することにより,燃料タンクの仙面変動による垂プノ
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変化をオイルバーナに与えないように絶えず弔ノブを一

定に制御し,燃料消費量の変動を防_1ヒする｡

マグネットバルブ(1),(2)ほオイルバーナと電気

的に同時制御され,燃料消費量の設定はマグネット/て′しブ(2)に

付属している油量調節弁の開度調節によって行なわれる｡

オイルノミーナはステ一夕とロータ部分,ふよびオイルバーナダ

ンパ,バーナファンなどにより構成しているが,このような桝造

にすることによりバーナ日体ほもちろん,暖房機全体をコンパク

トにまとめることができた｡バーナステータに通電すれば,ロー

タと,こ加に同諾していろローヤシャフトト.1二びノミーナソ丁ンが
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州転するとともに,マグネットノミ′しブが閃介し,燃料才州よ屯ノJに

よりバーナ内を流動して,2本の噴射管端より遠心ノJでフレーム

1+ングセグメントの方向に噴射さjL,霧)lノことなり,着火電極川り火

脚こより日勤者火する｡一九/ミーナフ7ンの回転により,燃焼

川の空気ほ本体背面の才J技カバー部および正面右側ドア川辺のす

き聞から吸入さjt,オイルバーナダンパ邦を通/)てバーーナステ一

夕ん仙川不ニリ臼令t_たが仁)燃料仙と川一ノル′りに吹き川.さ′寸しプレ【ム

ー4･2
】



日 立 払も 凧 1嵯

リングーじグ､ノントムしLびブリル∴にで炊川こ1･illlと`ノこ1こ批/iしJ州な

燃焼が?J■■なJ-れる｡

2.2.3 制 御 装 置

弟5図につなぎ図を′jけ〔)-一搬の小ノ捌祇て･は山火脚こよるf劫

+一子火ノノ式が多く仙､られているが,木椀ほ■1榔電気計火力式如来

=化で一機の人の11止り掛､に班別なようにした｡この石火拙作は

州ボタンな州-のんでよく,約15秒経過すJLばタイムリレーが

什刺して11酬如こ弟火火化を…二し,√･拉ノJ浪′∠l〔日立刷別路防‖ニ

ーj一るr､た/ごし,約妨機であるた打1州J･LL性の凋恥£-▲舶の仙11ス

トーブと川様,人血′如こ燃焼運転なON-OFFさせる必要がある

が,=動茄火式であるので抑ミタンを操作するのふでエいから,

比榔勺容易であり,従火の一機小形機のように始動のつど･点火

作荊火したり,あるいはパイロットフー)′イヤを絶えず維持してお

く必要もない｡

3.設計上の主要鳶慮点

3.1キャビネット

この棉小形汎川機でほ,+二束の暖〃J機能のほかに七州柵卜,外

組をも】巨視するので,仙こ次のような枇機械能との関連性をもった

デザインを掛-1比た｡すなわち,仙及名がカー,ナ照 こ本機のイーf

側血を掛こ接触させで肥え付けた以合,あるいは邪魔物を臥､た場

合にはフアン吸入風量が激減して機内過熱を工-1三じることになるの

で,過熱防止装担を設けるとともに,刊損空気吸込し-としで【E面右

側ドア川辺にすき間を設けた設計としたDこのドアはてグネットド

ァとして燃料タンク結納や機諸;壬の保ノ､■+:点検に触利なようにしてい

る｡また,本機の背面を尤全に壁茫などに接触されると燃焼空気の吸

入が不両川巨となり,オイルバーナがl∵1然消火して末燃油が(市力給

油式であるので)あふれ｢Hることになるので･-jl帖燃焼空ム雌込l-1

として,おなじく止l別個ドアのノ耶捌こ十分なすき問を設け,燃焼

㌢巨気激減によるノミーナ【〕然消火をl妨止した0ドアの川辺は段違い隅

造としているので,かF)に_LE面に邪魔物が;丘カゝれても空知吸入はで

きる｡

温風吹H抑グリルを1三関状態にして運転すると胤勺過熱現象を三トミ

じ安全装棋力ミ作用するが,二女全矧た二亡の作動そのものが脚苧だと判1晰

されて,1く計を招くこともあるので,できるだけ女仝矧F■亡の作励ひ

ん度が少なくなるような対策を施しで†ざくべきで,このため吹仙1

ブリ′しは開度l占l定式とし,七‾卜またほ耐了後に乱入入れ方を変えれば,

札凧吹出ノJ向を三段階に調節できる.設計にした｡また,運転騒音の

低減とコストの†自_iよi),送凪装i㌣-亡として従丸 この種温風嵯砧俄に

多く佐川されているシロッコフアンノノ式をヤ〆),一般の汎川換如フ与

な採川したため,占イ挫けりもきわめて小さくすることができた｡

3.2 熱 交 換 器

+-イルバーナの隅道上,燃焼ナ:州ドラフトがノラス仙こなること

はバーナステータ占1;分の過熱を拙くことになるので好ましくない｡

従火の実験から0.5～1.OmmAq毛しJ度の火炎l二てイナスドラフトで

似川けることが理想的である｡後述のごとくバーナフアン静圧とほ

ぼバランスする十2～＋4mmAq程虹の燃焼室火炎上のプラスドラ

フトならば,燃料消費量約3.0〃h以下に二机､ては,一時｢伽こほ女障

ない｡L_かし,実際には煙突の高低,外去も風速および風向粂什など

によって支配されやすいので,炉内圧調節器詩を付属するようにした｡

さらに顧客によっては,所定の煙突を設けずに運転されることもあ

り得るので,このような場合には,煙突の.創作川がなくなるが,

この場合といえどもオイルバーナ過熱や燃焼不良を生じないほうが

よい｡このため,熱交換器としては立形方式を採用し,かりむこ煙突

なしで使用されても,熱交換器自体が煙突効果を発揮して0･5～1･O

mmAq鎚度のマイナスドラフトを確掟できるように設計している

右ブ 機 HP-20 形 1637

ので,煙突イ1▲ナ【t〔のいかんにかかJ)らず,燃焼機能やバーノー過熱にメ･J､

する女障ほない｡したがって,木機の切｢†,炸突はぎi`tなる排去も管と

してのム必要であって,いわゆる.iかプl作川を発押するための煙突で

はないので,いたずらに良人な欠弔文を必要としない｡むしろ初期始

動‖与の流動お甜〔を高める要一大1となるので,かえって抵抗のできるだ

け少ない如い排気も侶;とすべきである｡

この排気管としての煙突ほ,据付Jお所の郁行に止こじて木機+郎二lほ

たは1■引白川与Ijのい〕ごJしからでも増けるようにJ■竣.汁されている｡}特にJ二

組な_厄■削姐する榔仙こ川いる際には,イ師iから以外に軌丘な取り出

せるので女川;合である｡

3.3 オイルバーナ

ー般に熱交換岩抹を小ノ汐化して暖カブ機うミ休をコン/くクトなものにす

るにほ,熱主耳流率ならびに両流体間の弧度差を人にする必要がある｡

熱1-=ほE率を高める場合,!巨立も側流速,ガス側流速,ならびに熱交伝

熱血形状ともに,木機の似合には汎用換気扇の静江,熟女生産性お

よび炉l勺ドラフトなどの制約が伴い,弘U豊差を高めるには,空気側

氾度ほ適蛙な暖戊温度という血からて鵬勺されるので,太か+､限のソ担1も

過剰率でノヒ令燃焼させてガス側温度を高くする必要がある｡木機で

i･ま上j並のようなWa11Flame Typeのオイノしバーナを佐川すること

により,燃焼1iの伝熱壁血周辺で旋回燃焼させ,受熱リヒ包もとの舶性

差ならびにガス側熱伝達率を人にすることができ,比較的簡汁与.な熱

交換語注で高熱効率が得られた｡さらに従来のガンタイプやロータリ

あるいi･まポット式バーナと異なり,一定の噴霧油をフレームリング

l‾1j川卜に批分して燃焼する方式であるため燃焼空気とのン占仝混合が

比較的容如こテナなj)れ,荊火も円周_山こ寸tト〕て順次三才火していくの

で着火青も比較｢l勺低いなどの利点がある｡

塙ノブ結納ノブ式の暖房機では火炎がl′l然消火すると末燃油があふれ

出すおそれがあるので,オイルバーナほ安定性のすぐれたものにす

る必要がある｡小形術易撤では高価な保護装掛ま一般に装備されな

いので,特にその必要性が大である｡炉内庁調節器を設けているの

で,実風吹き込みや過誘朴作用ほ緩和されるが,本機の勘合,さら

にフレームリンググリルを燃焼中赤熱化して保火rF用をもたせ,円

周上で広く燃焼させる方式であるため,一般のガンタイプなどのよ

うに一ノ∴ミの燃焼中心を七するバーナよりも燃焼保維の安定性を高め

ることができた｡

3.4 制 御 装 置

l′1励着火ガノ〔であることは_L述Lたが,仙女機能として,ます,

?;㌧だき■わ二枚防lヒのためにプロペラフフーンを運転Lなければ,オイル

ノミーナの運転ができないように電気川勺ならびに機槻的インターロッ

クを.言退けた｡混比ヒューズほ燃焼1三壁で最も高熱化するフレームリ

ンググリル付近の空気油路とプレナムチャンバの燃料タンク上ブナに

あたる一柳軒との2個所に話法けてガ仝をJ印した｡また,オイルバーナ

のロータシャフトほ燃料による1｢己潤滑方式としているので,万一

初胤試験運転時,言ど去って燃料なしで長時間運転されると焼付封女を

招来する吋敵性もあるので,燃料タンクにフロート機構による抽面

指ホ装楳を設け,この油面表示板をカムとしてマイクロスイッチと

連動させて燃料なしでオイルバーナを運転するとブザが警報を発す

るようにした｡もちろん,燃料低位警報ブザとしても役だつわけで

由期に誤ってバーナ運転した場合にも,燃料を排拙しておけば警報

を発するので好都合である｡

暖房運転停止後は,必ず燃料止弁を閉じるべきであるが,閉じ忘

れた場合,カー,マグネットノミルブのシートネスが思いと漏泊する

事態を生じるので,最悪の場合に帖えてシート面構造を異にするマ

グネットバルブをさらに設けている｡着火電極も従来のような分割

形二極電機では,保守の際,電極間隔寸法を狂わせ着火不良を生じ

ることが考えられるので,二極電極間隔を固定した一体形のものを
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開発し,茄脱舛妨なプラグインノノ式に一役.汁Lたので†米ノ､■+二が`才子妨とな

った｡以__l二のほか,停電リレー,滋′丁稚J▲などもfi貨=1､J惇簡妨機とL
ては,従来にない充実化をほかったヮ

4.試 験 成 績

4.】連続運転特性

桝丘状態より始動後凪別人態に過し,逆転仙_L二絞ふたたびもとに

復すまでの暖由機H入l‾lリたムいド均温度∠三と排ガ1ス況性(峻以機=ll)

との時間変化州線を第る,7図に′lミす｡50/60～とも燃料椚柴旨の

いかんにかかj)らず=人11ソ;ウ㌔〈≠L此方りJよび排ガス氾健ほ,析勅後

納15～20分間ではば定常化するが,このように従火の暖山≠ポイラ(4'

などに比較してウォームアップのj+主速性にまさることi･よ仙たき鮎帆

暖房力式の有利な特長といえる｡熱交換器を本棟のように小形軽量

化するほどウォームアップは迅速化してくる｡運転障け二後は排ガス

粘度は急激に降卜するが,吹出空ユも温度は機r勺余熱により一帖他に

7～10℃温度上昇したのち‾F降しほじめる｡

一般にこの種暖房機ではオイノLバーナ運転作l卜後,フー′′ンのムは

数分間継続逆転して余熱による機仙坦熱を防l卜するのが絹■である

が,木機でほ_卜,言亡のように余熱による粘度上シILをJ)すかにしflブ:たの

でフアンのふによる冷却適転の必要がなくなり,制御装拉を簡略化

することができた｢

4.2 総 合 特 性
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ナ1J■ンハ糊

比ノツナ⊥′′Jこ‾_l‾+

に_t･L汁十ろ総.′州判三を′Jミすrl嵯わjJJ:川1し2()｢Cのとき,吹rlミリこぅk仙t比むル

■‡二占90℃まで許`ゲ手するとすJtはJl-七人=`ノた㌔(≠ミ他方は70℃となるが,

イこ機では燃料椚ゴ_l‡遣を左隅什嫌の135%,すなJ)‾亡J3.8J/h柑生まで

辿如榊か‖が汁舛されることがわかる｢.したが/つて,その拗′†の有

効放熱競ほ,約27,Ot)01(Cal/llの暖Jガ機ということができる〔l嵯山ブ機

とLてのム之帆吹出乍1川.雌を6()℃とすj=洲羞レ却ヰのノ1湘との某は約

･4げCとなり,燃料ナi'げ指ヒを約2.4//hまで絞ノ,て使川することにな

三)‥1ヒ桁什様燃料汁げ～畏2.8//11に_i■てゴいてほ什はイJ一効放熱二‡立20,0()0

1(CこIl/llにきわ〟)て近似のけ泉l潔なfliることができた仁､

ヰ,とヰ)と,この寸イ′レミーナほ火1i解約ならびにフ1･ン帆ぷこを燃

州i■‾け捕二に比こじて坐如するならばバーナー′l体としては約1.9＼息7//ll

の.山稲川に他州できる↓;!之.汁でぁる倒係卜 川柳こ対する熱砂‡く変化

は鮒拝に以jっれていない｢､しかし,終!Tlイ榊こ対するソト1も過剰ネを適

Il二†【l■1二に.さ辻ノ心して川-一点什で迎転することは=哨仁であり,微少な妙串

′射ヒほほ鵬Lがた･∴ 測㍊.言ジミ共に女軋される帆｢りカミ∠ら,る｢､これほ比

似1勺小作二邑のl劇ノJ機であるうえに,加l熱,受熱枕体ともに㌔己休でふ

るために,札最ならびにガス一畳測定に.壬グ与ズモを/卜じやすいことに起lム‡

するが,穴の熱効ヰミはr--H人i-】半端のエンタノしピ差で求めた場†ナ(ノノ:ウ

_1も側+とlヌl太にホす)と排カ､7､損失熱より水ム′)た一以合
順】兵･いにガス

側とホす)との,ほぼ､†-(均伯とムなLてよかろう1オイノLノミーナダ

ン/､を乍開(4ノッチ)Lた切′斧の坐乞毛側およびガス側熱効率ほデー

タとしてL¥lホしているので,その‾､卜均伯がノ求〆〕られるが,オイル/ミ

ーナダンパを絞り矢も味(1.5ノッチ)でう退転した切√ナ,過剰坐ょも罷が

微少で洲足できず,ガスf如こエる≠#t効率ほl東レJ‾ミしていないっしかし

糾だ仁州`椚せ壷に応じてオイ′しノミ【ナダンノミを約1.5ノッチ､1モ閉4

ノッチまで調節すれば.図示効ヰi仲線の卜限(ノ子巨㌔も但Ijより北ガ)た1.5

ノッチのJお缶の熱効率)と卜l娘(心なじ`て4ノ､ソナの城･rナ)との矧川

iノ+で使川できることは催甘ごあり,一般の小,人Jlラ依でも熱効率70･､

80プgであるのと比べて′+＼形成としてほi■.七i熱炒ヰ一三に拭するといえる｡
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打与12L当
_タイ∴リ

レーの′l左址変動1‾､ト性

4.3 電圧変動特性

第10,ll図に燃料椚ぜせ韻3.()//】｢のときの延-.榊人態に二†古けくj′｢引1ミ

変励什件をホす｡プロペラフフ′ンl牧人風韻が′品川三食励に帖じて叶仙k

するため,機lノヤヒ㌔己流速が変動し,空気側熱仁三連率に敷軌を招く｡

掛l三怖卜1けの泣き幣のほうが顕常に月い-れ,風見減少のため出入けごこセ

ムも弘L度器ほ由くなるが,熱効率は低‾下する帆句をホしている｡Lた

がって,排ガス狐度ほ上井し,有効放熱量は減少する｡しかし,燃焼

ソた㌔毛椒人量が適汀ミであれば,80V(50～),90V(60′､)にこおいても,

ほぼ80%以1二の比較的高熱効J串で運転でき,有効放熱最も約20,()0()

kcal/hを得ることができる｢_､高電圧の場合にほ吸入風量の変動がJ)

ずかであるため,定格電圧時の特性と大差ない｡

石火火花制御H+タイムリレーの電圧変動特性を舞12国に示す｡

定格電圧時のタイムリレー仕様作動時間15秒ほ満足されている｡茄

火トランスー′1体ほ連続定格の設計であるので,かりにタイムリレー

が作励Lなくても電気l朴Ji放を生じるわけではなく,あくまで屯プJ

浪費をさけるためのものであるから,特に作動時間を15秒に限定す

る必要ほないので,リレーが確実に作動する限度までほ使用可能で

ある｡この限度ほ約75＼ノ80V(50～)および88V(60～)となる｡ま

た,着火火花持紺埠閃は崩低5秒別件度で卜分であるので,50/60～

ともに130Vまでほ支障なしに使川できる｡
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5

射

岡31仙猫

ヱ♂ 2∫ J♂ J∫

火空負荷(り♂`一々山川)

A.C.,100V,60･､i■†三 仙鰍1-の放ヰニはバーナタンハl椚度

自灯糾

定常特

有

/ッチなホす｡

オイルノミーナJノ川川い皇(止滞拙･虹小)

このほかの各機詩㌻きの脳低位什j‾･1r能電J‾Fてほ,荊火トランス火ほ放屯

上65V,プロペラフアン吸入夙品上80V,マグネ､ソトノミルブ仙磁上

65V,警報ブザー35V,停電リレー65Vとなり,この種汎耶■■-†-1とし

で副r二変動に十分対応できることがわかったゥ

4.4 オイルバーナの内部温度について

木機に使丁一日したオイルバーナほ,_1二述のようにすく､､jLた利山をイ∫

してはいるが,バーナモータl'1体をオイ′Lバーナ横柄の一.･祁として

バーナハウジング仰こ装僻しているため,燃焼ふく射熱による過熱

のM王鵠については終稚条什卜の.拭験を実地し,つ三=1__lニト丁ら‾女陣ない

ことがわか/_,た.二,すなわち,l】三一.ii子運転r-いは第13図にホすように一口.5

､【1.51nnlA〔1の燃焼1i火炎トドラストを保‾ら,燃焼二:㌧二式に｡1こ【)バ

ーナスチータ挑ほ乍冷されるので,燃料消費景4.1//hまでの越Ji仙

JJt!掛こ心いてこb,過熱_l二の女陥ほ′lミじない｢-.たたL,`女_1､二を州すた

ム7)バーナダソノ＼は1.5ノッチリ､下には絞り昌榔苅できない【t∵‖こして

∴じJるりまた,プロペラフアンモータ.､';二じの過熱についてヰ)川位,川!出

ないことがわかった〔

オイルバーナl勺.･祁の過鮒･こ対するノl之′■出条件ほ,雌突先端からの迎

凪吹き込ふの場合であるり実什=二は,二のような場fTタ川ノ1爪調節㍑:‡

のダンパが開口して道風の炉J勺†之入を防_山するが,過熱の帆丁りをほ

批するために炉1勺址調節こキこ‡を除去して,煙炎先端から什紳坐ムtを吹

き込んで燃焼キ言内を徐々にプラスドラフトとし,バーナフアン静托
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4し火Jミ.トドラット

ノ1(山

柁はけ度十鵬パ･表

ノ斗

丁′

ノーナrしjニE
気温(メ′J

(賢哲芸歪)

2β 2∫ j∂ J∫ 4♂ 々∫

燃某斗消昏宣(シ1)

/∫

性肝屯源

燃料基名柄

逆転ミ､状態

煙突有無

通風条件

Zβ ～∫ j♂ J∫

火室負荷(X/βイ々以州)

A.C.,100V,6什ヽ 江:曲線巾の数字はノミーナダン′ミ開比

自灯油 ノッチを示す

定常時

有

壇実先端より圧縮坐気押し込-んl■】然汀i火ほ剛如こおいて測止す

帆勺正調節器を除去して試験す

第14し父lオイルバーナ内部温度(辿凰吹きiAみ帖)

とほほバランスするノ､!ヱ,つまり燃焼空気不足により1'l然消火するノご土

で糾f】;の温度を調べた｡この場合は燃焼空気によるバーナー勺榔の空

冷作用が低減するので,舞14図に示すように温度は_L昇するが,

バーナダンパを上述のように1.5ノッチ以下に絞って使用しないか

ぎり,過熱による支障ほ生じない｡試作機についてはすでに1個年

以卜の実flほ鳩灸を行なっているが,オイルバーナに倣障はなく十分

プ三川に耐えることを確認している｡

5.枯 口

1_'J卜11､`.′二舶帆暖由機HP-20J拶の構造‥主‾貨.汁二1■ゴrしひ■,さ八験成績につ

いて槻脱した｢､′+､形汎用機であるだけでなく,火㌔もを扱う乍調機な

ので外税デザイン,肋J刺一染作,二女乍装躍,熱効率および機能全般に

ついで卜穴底な.拭†乍二研究を構ム有ねてきた新ノブ式の機種であるが,木

幡が広く----･榔いこ汁放することにより,鮎凪吸出方式の川畑を高揚で

きるものとff-‡する次ら号である｡
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